
小動物用デジタルイメージング歩行解析システム

脊髄損傷やパーキンソン病などの評価に！DigiGait
Mouse Specifics, Inc.

新商品の紹介

デモ 常時実施中︕



小動物用デジタルイメージング歩行解析システム

脊髄損傷やパーキンソン病などの評価に！DigiGait
Mouse Specifics, Inc.

ベルト部分が透明のトレッドミル上で動物を歩かせて下か

ら高速カメラで撮影する、というユニークな歩行解析シス

テムです。インクや反射マーカーなど一切使用する必要が

無く、イメージングソフトウェアによりカラー抽出方式で足底

の位置及び面積を正確に捉えます。

ユニークな歩行解析システム
安定性に優れたDC モーター式のトレッドミルの速度は0～

100cm /sの範囲で、0.1cm /sの分解能で速度変更が可

能です。ベルト部分は透明になっておりカメラで足底をとら

えるのに適しており、また歩きやすい素材で出来ておりま

す。

優れた安定性

歩行コンパートメントは動物に応じて、簡単に変更可能で

す。各コンパートメントは透明なポリカーボネート製で、前後

の壁を調節して、マウス新生児（レーン長さ8cm程度）～

大型ラットやモルモット（レーン長さ61cm 程度）まで幅広く

対応可能です。

簡単に変更可能な歩行コンパートメント
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DigiGait
Imaging

DigiGait
Analysis

最高
150フレーム/秒

マウス/ラット新生児用
コンパートメント

成体ラット/モルモット用
コンパートメント

高周波数25kH z、
色温度5000K

デジタルイメージング
記録用

ワークステーション
堅牢な耐腐食性

12㎜
16㎜
25㎜
レンズ

イメージング
ソフトウェア

解析
ソフトウェア

高速カラー
イメージング装置 コンパートメント 光源

Cマウント2/3”
フォーマット

H:92cm
W:92cm
D:23cm

ハードウェア
サイズ

ワーク
ステーション

ポリウレタン製
透明ベルト付
DCモーター
トレッドミル

トレッドミル アルミフレーム

小動物用デジタルイメージング歩行解析システムの内容



解析パラメータ

対角線上の立脚位置の角度

ストライド（歩幅）時間

スタンス時間

スイング時間

ブレーキング時間

推進時間

各時間の割合

歩幅

足底の角度

解析パラメータをExcelで保存

神経再生

ニューロパチー

関節炎

痛み

脊髄損傷

薬物毒性

加齢

パーキンソン病

ハンチントン病

筋萎縮性側索硬化症（ALS）

ライゾゾーム病

以下の実験評価に最適

歩行解析パラメータをイメージ化 四肢ごとの数値をグラフ化 ステップ順序解析画面

フレームごとに足底面積を検出し、グラフ化

カラー抽出方式により足底面積を検出、鼻先などの

誤認識を避けるマスキング機能付き

DigiGaitの記録ソフト＆解析ソフト

システムに添付されている記録ソフトウェア(DigiGait Imaging)と解析ソフトウェア

(DigiGait Analysis)は、動物の足取りを自動的に空間的・時間的な値に解析し

ます。

足裏には何もマークを付ける必要はありません。他のビデオトラッキングシステム

のように輪郭をなぞったりする必要もありません。

ソフト上で動物の足裏とバックグランドのコントラストを簡単に調整でき、マウス・ラ

ット・モルモットなどでいろんな毛の色の動物での実験が可能です。

マークを付けや輪郭をなぞる必要はありません

各足裏の位置は毎秒150フレームの高速カメラで識別します。四肢ごとに時間

とピクセルを軸にしたグラフが表示されます。

グラフと対応させたビデオを確認でき、ノイズが入った部分を再生し、１歩なの

か、別のステップなのか判断し、統合・削除することが出来ます。

解析パラメータは各四肢のタイミングや角度など多くの項目が含まれ、Excelファ

イルとして保存されます。

厳密な解析が可能
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商品コード 型式 品名
�������� MSI-DIG-MS DigiGaitマウス用歩行解析システム
�������� MSI-DIG-RT DigiGaitラット用歩行解析システム
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